
　走行モータリリーフバルブ位置詳細

注： は交換対象部品を示す。

　　　　改善措置の内容：全車両、リリーフバルブを対策品に交換する。

改善箇所説明図

ショベル・ローダの走行モータリリーフバルブにおいて、

①製造工程が不適切なため、リリーフバルブ内部のガイドに装着されているグライドリングが異常摩耗することがある。

②内部のピンスプリングの座面構造が不適切なため、当該ピンスプリングが脱落して破損することがある。

そのため、リリーフバルブが圧力を保持できず、走行モータの駆動用油圧が低下し、最悪の場合、前後進ができなく

なるおそれがある。

基準不適合発生箇所

トランスミッション走行モータ
リリーフバルブ



■識別

　リリーフバルブの刻印で識別

旧コード：R930071688

⇒新コード：R930102744

※型式確認方法


